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Backup Utility の使いかた 


Backup Utility は、パソコンのデータを簡単にバックアップ.復元できるソフトウェアです。バッ 
クアップをするドライブを選択するだけで、バックアップを行えます。 


持長 


参選択したドライブの全てをバックアップ 

選択したドライブの全てのデータをバックアップします。バックアップしたくない項目がある 
場合は、設定画面で追加できます。 

imm •パソコンで使用中のファイルはバックアップされません。 

•システムドライブをバックアップする場合は、 「 Windows 」 フォルダーと 「Program 
Files 」 フォルダー巧のファイルはバックアップされません。 

•-巧間隔またはおま時刻に自動的にバックアップ 

1度バックアップ設定を行えば、一定間隔または指定時刻に自動でバックアップを行います。 
(バックアツプの時間設定は、設定画面で選択できます。） 


参いつのデータを復元するか画面を見ながら選べる 

バックアップしたデータは、画面のスナップショット（写真）と一緒に保存されるため、見た 
目で判断することができます。 


お使いになる前に 

• システムドライブのバックアップをする場合、 「Windows」 フオルダーと 「Program Files」 フオ 
ルダーのバックアップはできません。 

-パソコンで使用中のファイルのバックアップはできません。使用中でバックアップできなかつ 
たファイルは、エラーログで確認することができます。 

•パソコンのシステム （0S) のバックアップはできません。 

. バックアップ先ドライブが FAT32 お式で フオー マットされている場合、1ファイルが 4GB 从 
上のファイルを保なできません。バックアップ先ドライブを NTFS お式で フオー マットすると、 
1ファイルが 4GB が上のファイルもイ呆存できます。 

• Backup Utility のインストールを行うときは、コンピューターの管理者 （Admmistator) 権限 
をもつアカウントでログオンしてください。 

-複数ユー ザ— でのノくックアツプには対応していません。 
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設定方法 


1タスクトレイのアイコン（进）を右クリックし、[設定]を選がします。 

インストール後などは、手順2の画面が表示されますので、そのまま手順2へ進んでく 
ださい。 



[次へ]をクリックします< 


3 BUFFALO 



①バックアップ名を入力します。 
※バックアップ名は、「(お使いの PC 名）の 
バックアップ」と表示されます。変更す 
る場合は、変更したい名称を入力してく 
ださい。変更する必要がない場合は、そ 
のまま[次へ]をクリックしてください。 

③欧へ]をクリックします。 
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Backup Utility パタウア》ブ設定 
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fe バッ拆ッブ元を設定しまず。 

pT パッ挪ッブしたいドライブにチ I ッりを入れてくだをし、。 

《パッ巧ッブ元にできるのは、げ刀ンの巧商ドライブ e ず。 


图 c : svs (システム） 
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①バックアップしたいドライブにチェック 
を入れます。 

③[次へ]をクリックします。 
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①バックアップデータを保存したし’ 
ブを選択します。 


③[次へ]をクリックします。 


《バックアップ先に設定できるのは、バッファロー製 USB ハードディスクのみです。 
※バックアップ先が表示されない場合は、バッファロー製 U S B ハードディスクが正しく 
接続されていることを確認し、[更新]をクリックしてください。 


「バックアップ巧が FAT 32 ファイルシステムです」と表示されたら？ 

バックアップ先のドライブが FAT32 形式で フォー マットされているため、1ファイルが 
4GBJ^ 乂上のファイルを保存できません （FAT32 形式の制限です)。 4GBJ^ 乂上のファイル 
を保存しなくてもよい場合は、[はい]をクリックして、設定を進めてください。 4GBJ.X 
上のデータも保存したい場合は、設定を中止し、バックアップ先ドライブを NTFS 形式 
でフオーマットしてください。 



※バックアップしたくないフ ォルダ ーがあ 
る場合は、[追加]をクリックして、バッ 
クアップしたくないフ ォルダ ーを選択し 
てください。選択したフ オルダ ーはバッ 
クアップされなくなります。 


[次へ]をクリックします。 
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パッ巧ッブは、問隔または時間指定の2通りび選巧ます。 



1 

’ • 巧隔て"設定ずる( I ) ご時巧を指定して設定ずる( I ) ’ 
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《「間隔で設定する」で設定を行ラ場合、 
ません。 


—①バツクアツプを実行する時間を設定 
します。 

-③欧へ]をクリックします。 

パソコンが OFF のときの時間は間隔に含まれ 
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[完了]をクリックします< 


「現在の時刻は 20 XX / XX/XX XX : XX です。正しい時刻ですか？」と表示ぞ 
れたら？ 

もし時刻が正しくないときは[いいえ]をクリックし、 Windows の時刻を正しく設定し 
て、もう一度始めから設定し直してください。 

《 Windows の時刻の変更は、 Windows のヘルプを参照してください。 


設定後のバックアップについて 

バックアップ設定後は、設定した間隔または指定時刻に自動でバックアップが行われます。ご自 
身で操作していただく必要はありません。 

《バックアップ先に指定したドライブをパソコンから取り外すと、バックアップは行われません。 
《タスクトレイのアイコンにマウスカーソルを合わせると、次回のバックアップ時間がわかります。 


Backup Utility TaskTray Tool 
バックアップ巧 E: 

巧回バックアップは2010/02/08 18:00なおです. 
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ログを確認する 

バックアップ時に使用中でノくックアップできなかったファイルなどをログで確認できます。从下 
の手順で確認してください。 

1タスクトレイのアイコン（进）を右クリックし、[エラーログの表示]をクリツ 
クします。 


2 バックアップした日時が表示されたら、ログを巧認したい日時を選択し、 [0 K ] 
をクリックします。 

1乂上でログが表示されます。 


备死方法— — 

バックアップアップしたデータを復元する場合は、乂下の手順で行います。 

1タスクトレイのアイコン（通）を右クリックし、[復元ツールの起動]を選択 
します。 

①復元したいデータがノ《ックアップされた 
日時を選択します。 

③復元したいフオルダーを選択します。 

③[復元]をクリックします。 

乂上で復元が始まります。完了するまでお待ちください。 
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